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異的に存在する蛋白であるbone-restricted Ifitm-like protein (Bril)を標的とした免疫
化学染色を行った。統計学的解析については、Tukey–Kramer検定により、各群間の有意差
を検討した。 
 
結果 
10 g荷重群では、歯の移動量はワイヤー装着5-7日後に劇的に増加し、その後も徐々に増
加した。30 g荷重群では、歯の移動量はワイヤー装着5、7日後において、10 g荷重群と比
較して有意に小さかった。しかし、ワイヤー装着14日後の歯の移動量は、両群間に有意差
は認められなかった。30 gの荷重により、洞内に新生骨添加が生じたが、過大な矯正力に
より歯根膜は硝子様変性を起こし、歯根膜側の骨吸収は遅延した。結果としてワイヤー装
着5、7日後において、上顎洞壁幅は増大した。さらに、30 g荷重群においてのみ、歯根表
面に部分的な歯根吸収像を認めた。 
 
結論 
上顎洞内への矯正的歯の移動においては、たとえ過大な矯正力が適用されても、歯根膜
側の骨吸収に先立ち、上顎洞内に新生骨が添加されることにより、歯根は上顎洞内に穿孔
することなく移動することが可能であった。しかし、過度の力が歯根吸収を誘発する可能
性が示唆された。 
 
